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昨年インバウンドと香川県というタイトルで寄稿したが、実際に香川県観光協会によると、香川

県のインバウンドは、いまや「成功事例」と呼べる段階に入っているといっても過言ではない。令

和 7 年（2025 年）の県外観光客入込数は、4 年連続で増加した。瀬戸大橋開通時の過去最多に次ぐ

水準であり、増加要因として、円安、高松空港の国際線増便、瀬戸内国際芸術祭 2025、県立アリー

ナの開業などが挙げられている。そこで、経営士という視点で今後を考査してみた。 

香川県のインバウンドを考える上で重要なのは、「一時的なブーム」ではなく、瀬戸内という地

域そのものが国際的な観光目的地として認知され始めていることである。香川県では瀬戸内国際芸

術祭が大きな誘客装置となっている。瀬戸内国際芸術祭の開催年に全国でも上位の伸びを示す傾向

が確認されている。 

しかし、ここで「香川はインバウンドで成功している」と安心するより、むしろ次の課題に取り

組むべきではないか。国土交通省によると、北海道など全国の有力観光地も急速に外国人需要を取

り込んでおり、2025 年 1～3 月には北海道の外国人延べ宿泊者数が前年同期比 46.8％増となってい

る。 全国でも 2025 年の外国人延べ宿泊者数は前年比 8.2％増であり、中国との国際的な摩擦もあ

るが、総じて訪日観光そのものが拡大している。  

そこで香川県が次に目指すべきは、「芸術祭とうどんの香川」から、「また訪れたくなる香川」へ

の転換であろうと考える。 

第一に、芸術祭で訪れた外国人が、芸術祭のない年にも香川を訪れる仕組みをつくる必要がある。

既存作品、島の文化、建築、食、漁業、農業、伝統工芸などを組み合わせ、年間を通じた観光商品

へ発展させるべきではないか。 

第二に、「うどんの次」を早急に育てることである。うどんは強力な入口だが、うどんだけでは

滞在時間も消費額も限界がある。骨付鳥、オリーブ、瀬戸内の水産物など「食」を横展開するとと

もに、金刀比羅宮、栗林公園、屋島、小豆島、東讃地域、県内各地の自然・歴史・文化を一つのス

トーリーとしてつなげる必要がある。 

第三に、「通過型観光」から「滞在型・周遊型観光」への転換が重要である。香川県は面積がコ

ンパクトであることが弱点にも強みにもなる。高松に到着した観光客を、琴平、小豆島、三豊、東

かがわ、さぬき市など県内各地へ回遊させ、「高松 1 泊」から「香川 2～3 泊」へ変えていく策が必

要であろう。 

第四に、「観光客を増やす」だけでなく「地域にお金を落としてもらう」という点を強めるべき

である。宿泊、飲食、買い物、体験、交通を地域内で循環させ、観光消費額と一人当たり消費額を

高めることが重要になってくる。 

そして最後に忘れてはならないのが、住民と観光客が共存できる観光地づくりである。観光客が

増えれば、オーバーツーリズムの問題も出てくる。観光庁も 2026 年度から 2030 年度の観光立国推

進基本計画で、「インバウンドの戦略的な誘客」と「住民生活の質の確保」の両立を明確に掲げて

いる。 

「何度でも行きたい香川」へ。これが、瀬戸内国際芸術祭とうどんブームの「その先」を見据え

た、香川県のインバウンド戦略の核心になるのではないだろうか。 

以上 

 

２０２６年１０月 Ｎｏ．８４７


